
 

 

■お客様の施工現場から■  老朽化したウッドデッキの造り替え/北国分 S 様邸 

築 35 年、建坪３２坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、約２年程前より、建物全体の耐震補強

工事のご依頼を頂き、その後も、ガスレンジやガス給湯器の取り替え、リビング、洋室、和室等のエ

アコン交換工事でもお世話になってまいりました。 

そして、このたびは、１階の南側洋室前に設置されている、テラスの木製デッキが老朽化してきたた

め修理して欲しい、とのご依頼を頂きました。そこで、お伺いの上、デッキの状態を拝見しましたと

ころ、長い間、風雨にさらされてきたため、デッキ床面の塗装も剥がれ、腐食もかなり進んでおりま

した。当初は、傷みの進んだデッキ床板のみを部分的に取り替え、塗装する予定でしたが、やがて、

１～２年も経過すると、傷みのなかったその他の部分もやがて老朽化するため、今回は、既存のデッ

キ全体を解体撤去し、新しい木材で造り替え、木材保護専用塗料を使用し塗装 

させて頂きました。これにより、耐久性も美観も向上し快適さも増したことと思われます。 

■ひとり言■   こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

今年も早いもので、2 ケ月もアッという間に過ぎ、市内各所の梅の花も散りつつある今日この頃

です。一方、「新しい元号」も４月１日に閣議決定し、同日に公表されるということで、いよい

よい１ケ月を切りました。歴史上では、日本で初めての元号は、あの大化の改新の「大化」とい

う元号で、現在まで命名された元号の数は、あの「大化」から始まり「平成」まで、実に２４７

とのことです。その中でも多く使われてきた漢字は、「永」「安」「天」「元」等で、今回はどの様

な漢字が使われるか各方面で盛んな議論がされているようです。ちなみに、これまでに多く使わ

れた漢字は、１位が「永」、２位が「元」と「天」で、過去の歴史を振り返ると、世の中が混乱

した時代は、古いパターンの元号に戻る。と云う傾向があるとか。社会が判らない方向へ進んで

いく不安から、あえて古式なものにすがりたくなるという心理が働くのではないかと 

専門家の間では推測されているとのこです。一体どの様な元号となるのでしょうか？ 

VOL.115 2019 年 3 月

　弥生
やよい 

3月号 



 

 

 

 

 

 

 

■暮らしのたより■  スレート屋根は 10 年で塗り替え、30 年で葺き替えか重ね葺き！ 

多くの新築住宅で採用されている屋根材に「スレート」があります。一般的に「コロニアル」や

「カラーベスト」などと呼ばれています。スレート屋根は表面の塗装が劣化すると、色褪せが発

生したり、防水機能が低下したりしますので、１０年を目安に塗り替えを行うのが一般的です。

現在普及しているこのスレート屋根の寿命は、約３０年程度と言われていて、３０年を目安に、

「葺き替え」か「重ね葺き」を行います。 

「葺き替え」とは、古い屋根材をすべて撤去し、新しい屋根材に取り替えることです。しかし、

屋根材を全部取り換えるため、工事も大掛かりになり、費用もかかりますが、下地まで新しくな

るので、屋根は新築同様に生まれ変わります。 

一方、「重ね葺き」とは、今ある屋根の上に新しい屋根材を重ねることです。下地が傷んでいな

ければ施工が可能なため、近年、アルミ製の軽量な屋根材「ガルバリウム鋼板材」が多く使われ

るようになりました。「重ね葺き」は古いスレート屋根材を剥がす必要がないため、廃材も出ず、

工期も短く、工事費用も抑えられます。 

また、重い屋根瓦を、軽量な「ガルバリウム鋼板材」に葺き替える際には、耐震性も 

大幅に向上しますので、地方自治体の助成制度等も利用しリフォームされることを 

お勧めいたします。 


